
プロキオン S 

 

【ＡＩ注目馬】 

 

＜評価 A＞ 

3 

 

＜評価 B＞ 

 

＜評価 C＞ 

10 

 

 

【最終見解】 

 

本命はシャマル。 

 

父がスマートファルコン。 

母父は JRAのダート G1も勝ったアグネスデジタル。 

 

NRAの競馬場よりも JRAの高速ダートが得意な血統。 

母は同コースの OPを圧勝したダイメイフジと父と母父が同じ。 

 

推定上位人気の 4、7はどちらも 

JRAの砂適性、スプリント適性が不足する血統。 

このクラスの砂 1400mの持久戦では格負けしそう。 

 

相手本線は 10、13。以下 16まで。 

  



七夕賞 

 

【ＡＩ注目馬】 

 

＜評価 A＞ 

6, 16 

 

＜評価 B＞ 

 

＜評価 C＞ 

2, 4, 5, 14 

 

 

【最終見解】 

 

先週のラジオ NIKKEIを勝ったエルトンバローズは 

父がディープ系で母父がロベルト系。 

 

2着シルトホルンも父ロベルト系。 

 

エルトンバローズの父と母父は 17年の当レースを勝ち、 

前年も同時期の同競馬場重賞を勝ったゼーヴィントと同じ。 

 

つまり、今の馬場は 2016年、17年の繰り返し。 

 

その 16年、17年はディープ産駒が上位を独占。 

 

先週の馬場傾向からもディープに馬力血統を強化した配合馬が有利なレース。 

 

 

本命はテーオーソラネル。 

 

父はシルバーステート。父ディープ。母父はロベルト系のシルヴァーホーク。 

ディープブリランテと同じ馬力型のディープ系種牡馬。 

 



シルバーステートは近親にシックスセンス。 

タフな 2000mで行われた皐月賞でディープインパクトの 2着。 

 

管理するのは須貝調教師。同レース 2勝。 

2016年の勝ち馬でディープ産駒アルバートドッグの管理厩舎。 


